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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

活　動　風　景

自閉症が「わかる」「できる」「もっとと思える」

支援の工夫学習会の模様

学習会の間、自閉症児の保育を大学生が

ボランティアで実施していただきました

宮崎県で発達障がい児を対象とした

クライミング教室を行いました

助成金額

1,000,000円
〒 890-0063

（住所）鹿児島市鴨池１丁目４－１３

（団体名）NPO法人鹿児島県自閉症協会

（ホームページ）https://kagoshimakennjiheisyou.jimdo.com/

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　終了報告書
2018年9月18日

活動名
障がい児のための保育付き学習会

障がい児対象のスポーツ事業と療育

NPO法人鹿児島県自閉症協会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑤障がい、難病の子どもの支援活動

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

（得られた成果）

・触法障がい者と、非行少年についての発達障がい関

連学習会については、鹿児島県では初めてのテーマで

あり、県支援センターや市町村福祉課と話し合いの機

会を持ち、連携の必要性を共有できた。

・障がい児参加型のイベントでは、ハイキングやクライミン

グ、音楽療法を実施したところ、子どもの外出の機会が

増えたとの多数の保護者から喜びの声があった。

・講演会等について、インスタグラムによる広報を積極

的に実施した結果、当団体の活動が多くの方に理解さ

れている。また、当団体が招聘する講師について、参加

者から好評を得ており、県内他団体から講師紹介以

外が来ている。

（今後の課題）

　学習会聴講料は「事前振込」や「paypal」を取り入

れたことにより、突然のキャンセルが少なくなったが、今

後、助成金に頼らないで学習会やイベント続けていくた

めに広報の方法や講演会資料等の付帯経費の削減

に努めていく必要がある。

発達障がいについての学習会に誰もが参加し、障がい児達の支援の方法を学び、誰でも支援が行える状況を作る。療育と

は何かを学び支援者育成を図る。

 おんがく療法

 JR動物園体験

 高山講演会

 ヨガ教室

 ハイキング

 自閉症啓発デー講演会 クライミング教室

 触法障がい者学習会

 土井高徳学習会

 福岡教育大納富学習会

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

・宮崎県の障がい者のためのクライミング教室は、初めて

の取組みであり、地元の山岳連盟から、不安視された

が、無事終了し、参加者から100パーセント満足のアン

ケート結果を報告した事により、今後も受け入れていただ

けることとなった。改めて、参加者からのアンケートの重要

性について感じた。

・また、助成金による最後の講演会について、ネットによ

るアンケートを実施したところ、結果についての団体内で

の共有が図られた。加えて、受講者のアンケート記入の

負担が軽減された。

・JRで動物園に行くイベントを経験した一部の子どもが、

一人で、動物園に行くことができるようになるなど、将来の

就労や余暇活動の充実に繋げていくことができた。

・触法学習会後、警察と連携するようになった受講者

がいるなど、大きな反響があった。また、「警察への相

談」では解決しなかった場合「警察へ被害届け」をする

と、解決に至る場合もあることから、引き続き、本問題

に取り組んでいきたい。

・学習会講師は、助成金を活用することにより、県外か

ら著名な講師を全員県外から助成金を使って呼ぶこと

ができ、県外からも学校の先生などの教育関係が多数

参加され、「まさか鹿児島でこんな講演会が聞けるとは

思っていなかった」「発達障がい児に、より良い環境を

作っていくのに役立った」等の感謝の言葉をいただいた。

■長期成果
発達障がい児のサポートは一生涯に及び、長期にわたり学ぶ必要がある。特に十人十色と言われるこの障がいを学習会

（講演会等）で学んで行くことにより、障がい者が住みやすい環境をつくる。

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

・障がい児の保護者、特別支援教育に関わる教師、普通学級の教

師、障がい児支援施設関係者、行政関係者を対象とした発達障が

いの子どもの支援等についての講演会や学習会を開催し、障がい児

に対する様々な課題等についての啓発や理解を深めることに繋げた。

・障がい児の為のスポーツ教室と音楽療法では、障がい児の心と体の

健康増進に対する意識の醸成を図った。

・療育事業としては、成人後の就労を視野に入れた対人関係構築

力向上を目的に、ボランティア学生が付き添っての公共交通機関を

利用した動物園体験事業を実施した。
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